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【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ７ 部 門 第 １ 区 分
【 発 行 日 】 令 和 5 年 5 月 2 日 ( 2 0 2 3 . 5 . 2 )
　
【 公 開 番 号 】 特 開 2 0 1 9 - 1 9 4 9 7 1 ( P 2 0 1 9 - 1 9 4 9 7 1 A )
【 公 開 日 】 令 和 1 年 1 1 月 7 日 ( 2 0 1 9 . 1 1 . 7 )
【 年 通 号 数 】 公 開 ・ 登 録 公 報 2 0 1 9 - 0 4 5
【 出 願 番 号 】 特 願 2 0 1 8 - 2 3 8 3 8 2 ( P 2 0 1 8 - 2 3 8 3 8 2 )
【 国 際 特 許 分 類 】
   Ｈ ０ １ Ｈ 5 0 / 0 4 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｈ ０ １ Ｈ 3 9 / 0 0 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ｈ ０ １ Ｈ 5 0 / 0 4 　 　 　 Ｃ 　 　 　
　 Ｈ ０ １ Ｈ 3 9 / 0 0 　 　 　 Ｃ 　 　 　
　
【 誤 訳 訂 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 5 年 4 月 2 1 日 ( 2 0 2 3 . 4 . 2 1 )
【 誤 訳 訂 正 １ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 接 触 器 装 置 で あ っ て 、
気 密 封 止 ハ ウ ジ ン グ と 、
　 前 記 気 密 封 止 ハ ウ ジ ン グ 内 の 内 部 部 品 と 、
　 接 触 構 造 と 、
前 記 気 密 封 止 ハ ウ ジ ン グ 内 の パ イ ロ テ ク ニ ッ ク 要 素 と 、 を 備 え 、
　 前 記 内 部 部 品 は 、 入 力 に 応 じ て 前 記 接 触 器 装 置 の 状 態 を 閉 状 態 と 開 状 態 と の 間 で 切 替 え  
る よ う に 構 成 さ れ 、
　 前 記 閉 状 態 で は 前 記 接 触 器 装 置 に 電 流 が 流 れ 、 前 記 開 状 態 で は 前 記 接 触 器 装 置 を 流 れ る  
電 流 が 中 断 さ れ 、
　 前 記 接 触 構 造 は 、 外 部 回 路 と の 接 続 の た め に 前 記 内 部 部 品 と 電 気 的 に 接 続 さ れ 、
　 前 記 接 触 器 装 置 は 、 閾 値 電 流 レ ベ ル の 電 流 が 前 記 内 部 部 品 を 流 れ 、 前 記 パ イ ロ テ ク ニ ッ  
ク 機 能 が 作 動 し 、 そ れ に よ り 前 記 内 部 部 品 が 前 記 接 触 器 装 置 を 前 記 開 状 態 に 切 替 え る よ う  
に 構 成 さ れ る 、 接 触 器 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 パ イ ロ テ ク ニ ッ ク 要 素 は パ イ ロ テ ク ニ ッ ク チ ャ ー ジ を 備 え 、 前 記 接 触 器 装 置 は 、 前  
記 パ イ ロ テ ク ニ ッ ク チ ャ ー ジ の 近 く に ピ ス ト ン 構 造 を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 接  
触 器 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ピ ス ト ン 構 造 は 前 記 内 部 部 品 の 近 く に 備 え ら れ 、 前 記 パ イ ロ テ ク ニ ッ ク チ ャ ー ジ の  
作 動 に よ っ て 、 前 記 ピ ス ト ン 構 造 が 移 動 し て 、 前 記 内 部 部 品 の 構 成 を 変 更 す る 、 請 求 項 ２  
に 記 載 の 接 触 器 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ピ ス ト ン 構 造 は 、 前 記 内 部 部 品 の う ち の １ つ に お け る 一 部 分 を 少 な く と も 部 分 的 に  
包 囲 す る 、 請 求 項 ２ 又 は ３ に 記 載 の 接 触 器 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ピ ス ト ン 構 造 は 、 パ イ ロ テ ク ニ ッ ク 要 素 が 作 動 し た 後 、 前 記 ピ ス ト ン 構 造 が 移 動 し  
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た と き に 、 前 記 内 部 部 品 を 前 記 開 状 態 に 保 持 し て 、 前 記 内 部 部 品 が 前 記 閉 状 態 に 切 り 替 わ  
る こ と を 防 ぐ の に 十 分 な 規 模 で 構 成 さ れ る 、 請 求 項 ２ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 接 触 器  
装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 接 触 器 装 置 で あ っ て 、
気 密 封 止 ハ ウ ジ ン グ と 、
前 記 気 密 封 止 ハ ウ ジ ン グ 内 の 内 部 部 品 と 、
前 記 気 密 封 止 ハ ウ ジ ン グ に お け る パ イ ロ テ ク ニ ッ ク 機 能 と 、 を 備 え 、
　 前 記 内 部 部 品 は 、
　 固 定 接 触 子 と 、
　 １ つ ま た は そ れ 以 上 の 可 動 接 触 子 と 、
　 前 記 １ つ ま た は そ れ 以 上 の 可 動 接 触 子 と 接 続 さ れ る シ ャ フ ト 構 造 と 、
　 外 部 回 路 と の 接 続 の た め に 前 記 内 部 部 品 と 電 気 的 に 接 続 さ れ る 接 触 構 造 と 、 を 備 え 、
　 前 記 固 定 接 触 子 は 互 い に 電 気 的 に 分 離 さ れ 、 前 記 気 密 封 止 ハ ウ ジ ン グ に よ っ て 少 な く と  
も 部 分 的 に 包 囲 さ れ 、
　 前 記 １ つ ま た は そ れ 以 上 の 可 動 接 触 子 は 、 前 記 １ つ ま た は そ れ 以 上 の 可 動 接 触 子 が 前 記  
固 定 接 触 子 に 接 触 す る と 、 前 記 固 定 接 触 子 間 に 電 流 が 流 れ る こ と を 可 能 に し 、
　 前 記 パ イ ロ テ ク ニ ッ ク 機 能 は 、 閾 値 電 流 レ ベ ル の 電 流 が 前 記 内 部 部 品 を 流 れ る と 、 前 記  
パ イ ロ テ ク ニ ッ ク 機 能 が 前 記 シ ャ フ ト 構 造 を 作 動 さ せ て 互 い に 作 用 し 、 そ れ に よ り 前 記 シ  
ャ フ ト 構 造 が 構 成 を 変 更 し 、 前 記 可 動 接 触 子 が 前 記 固 定 接 触 子 か ら 離 れ る よ う に 構 成 さ れ  
る 、 接 触 器 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 気 密 封 止 ハ ウ ジ ン グ は 、 内 部 に 独 立 し た 内 部 コ ン パ ー ト メ ン ト を 備 え る 、 請 求 項 ６  
に 記 載 の 接 触 器 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 パ イ ロ テ ク ニ ッ ク 要 素 は パ イ ロ テ ク ニ ッ ク チ ャ ー ジ を 備 え 、 前 記 接 触 器 装 置 は 、 前  
記 パ イ ロ テ ク ニ ッ ク チ ャ ー ジ の 近 く に ピ ス ト ン 構 造 を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 接  
触 器 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 ピ ス ト ン 構 造 は 、 前 記 シ ャ フ ト 構 造 の 近 く に 備 え ら れ 、 前 記 パ イ ロ テ ク ニ ッ ク チ ャ  
ー ジ の 作 動 に よ っ て 、 前 記 独 立 し た 内 部 コ ン パ ー ト メ ン ト の ほ ぼ 内 部 に 前 記 シ ャ フ ト 構 造  
を 押 し 入 れ る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 接 触 器 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 ピ ス ト ン 構 造 は 、 前 記 独 立 し た 内 部 コ ン パ ー ト メ ン ト の ほ ぼ 内 部 に 前 記 シ ャ フ ト 構  
造 が 位 置 す る よ う に 、 前 記 シ ャ フ ト 構 造 を 所 定 の 位 置 に 保 持 す る の に 十 分 な 規 模 で 構 成 さ  
れ る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 接 触 器 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 気 密 封 止 ハ ウ ジ ン グ は 、 前 記 ピ ス ト ン 構 造 が 前 記 パ イ ロ テ ク ニ ッ ク 機 能 の 作 動 に よ  
っ て 静 止 位 置 か ら 移 動 さ せ ら れ る と 、 前 記 ピ ス ト ン 構 造 が 実 質 的 に 動 く こ と が で き な い よ  
う に 、 前 記 ピ ス ト ン 構 造 を 所 定 の 位 置 に 保 持 す る よ う に 構 成 さ れ た ピ ス ト ン ス ト ッ プ 部 を  
さ ら に 備 え る 、 請 求 項 ８ ～ １ ０ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 接 触 器 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 シ ャ フ ト 構 造 は 、 前 記 パ イ ロ テ ク ニ ッ ク 機 能 の 作 動 に 応 じ て 前 記 気 密 封 止 ハ ウ ジ ン  
グ の 一 部 分 に 穴 を 開 け て 、 接 触 器 装 置 内 部 の 圧 力 を 解 放 す る よ う に 構 成 さ れ た 先 鋭 部 を 備  
え る 、 請 求 項 ６ ～ １ １ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 接 触 器 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 シ ャ フ ト 構 造 は 翼 部 を 備 え 、 前 記 気 密 封 止 ハ ウ ジ ン グ は 、 前 記 翼 部 に 当 接 し て 、 前  
記 シ ャ フ ト 構 造 が 前 記 独 立 し た 内 部 コ ン パ ー ト メ ン ト 内 部 に 過 移 動 す る の を 防 ぐ よ う に 構  
成 さ れ た ハ ー ド ス ト ッ プ 構 造 を 備 え る 、 請 求 項 ７ ～ １ １ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 接 触 器 装  
置 。
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【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 ハ ー ド ス ト ッ プ 構 造 は 、 前 記 シ ャ フ ト 構 造 が 前 記 独 立 し た 内 部 コ ン パ ー ト メ ン ト の  
さ ら に 内 部 に 移 動 で き る よ う に 、 前 記 パ イ ロ テ ク ニ ッ ク 機 能 が 作 動 す る と 切 除 さ れ る よ う  
に 構 成 さ れ た 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 接 触 器 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 接 触 器 装 置 で あ っ て 、
気 密 封 止 ハ ウ ジ ン グ と 、
前 記 気 密 封 止 ハ ウ ジ ン グ 内 の 内 部 部 品 と 、
前 記 気 密 封 止 ハ ウ ジ ン グ に お け る パ イ ロ テ ク ニ ッ ク 機 能 と 、 を 備 え 、
　 前 記 内 部 部 品 は 、
　 固 定 接 触 子 と 、
　 １ つ ま た は そ れ 以 上 の 可 動 接 触 子 と 、
　 前 記 １ つ ま た は そ れ 以 上 の 可 動 接 触 子 と 接 続 さ れ る シ ャ フ ト 構 造 と 、
　 前 記 シ ャ フ ト 構 造 と 接 続 さ れ る プ ラ ン ジ ャ 構 造 と 、
　 外 部 回 路 と の 接 続 の た め に 前 記 内 部 部 品 と 電 気 的 に 接 続 さ れ る 接 触 構 造 と 、
　 前 記 プ ラ ン ジ ャ 構 造 の 運 動 を 制 御 す る よ う に 構 成 さ れ た ソ レ ノ イ ド と 、 を 備 え 、
　 前 記 固 定 接 触 子 は 互 い に 電 気 的 に 分 離 さ れ 、 前 記 気 密 封 止 ハ ウ ジ ン グ に よ っ て 少 な く と  
も 部 分 的 に 包 囲 さ れ 、
　 前 記 １ つ ま た は そ れ 以 上 の 可 動 接 触 子 は 、 前 記 １ つ ま た は そ れ 以 上 の 可 動 接 触 子 が 前 記  
固 定 接 触 子 に 接 触 す る と 、 前 記 固 定 接 触 子 間 に 電 流 が 流 れ る こ と を 可 能 に し 、
　 前 記 パ イ ロ テ ク ニ ッ ク 機 能 は 、 閾 値 電 流 レ ベ ル の 電 流 が 前 記 内 部 部 品 を 流 れ る と 、 前 記  
パ イ ロ テ ク ニ ッ ク 機 能 が 前 記 シ ャ フ ト 構 造 を 作 動 さ せ て 互 い に 作 用 し 、 そ れ に よ り 前 記 シ  
ャ フ ト 構 造 が 構 成 を 変 更 し 、 前 記 可 動 接 触 子 の 前 記 固 定 接 触 子 か ら 離 れ る よ う に 構 成 さ れ  
る 、 接 触 器 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 ア ー ク 吹 き 消 し 磁 石 を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 接 触 器 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 接 触 器 装 置 は 、 前 記 パ イ ロ テ ク ニ ッ ク 機 能 と 通 信 す る パ イ ロ テ ク ニ ッ ク ピ ン を さ ら  
に 備 え 、 前 記 パ イ ロ テ ク ニ ッ ク 機 能 は 、 前 記 ピ ン が 受 信 す る 電 気 作 動 信 号 に 応 じ て 作 動 す  
る よ う に 構 成 さ れ る 、 請 求 項 １ ５ 又 は １ ６ に 記 載 の 接 触 器 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 パ イ ロ テ ク ニ ッ ク 機 能 は 、 第 １ の イ ニ シ エ ー タ チ ャ ー ジ と 、 第 ２ の ガ ス 生 成 チ ャ ー  
ジ と を 備 え る 二 重 チ ャ ー ジ 構 造 を 備 え る 、 請 求 項 １ ５ ～ １ ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 接 触  
器 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 第 １ の イ ニ シ エ ー タ チ ャ ー ジ は 、 急 速 燃 焼 材 料 を 備 え 、 前 記 第 ２ の ガ ス 生 成 チ ャ ー  
ジ は 緩 慢 燃 焼 材 料 を 備 え る 、 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 接 触 器 装 置 。
【 誤 訳 訂 正 ２ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 電 気 回 路 の 接 続 お よ び 切 断 は 、 電 気 回 路 そ の も の と 同 じ く ら い 古 く 、 回 路 に 接 続 さ れ た  
電 気 機 器 へ の 電 力 を 、 「 オ ン 」 の 状 態 と 「 オ フ 」 の 状 態 と の 間 で 切 替 え る 方 法 と し て よ く  
用 い ら れ て い る 。 回 路 の 接 続 お よ び 切 断 の た め に 一 般 的 に 用 い ら れ る 装 置 の 一 例 は 、 接 触  
器 で あ る 。 接 触 器 は 、 １ つ 以 上 の 装 置 ま た は 電 源 に 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。 接 触 器 は 、 装 置  
へ 入 力 さ れ る 、 ま た は 装 置 か ら 出 力 さ れ る 電 力 を 制 御 す る た め に 、 回 路 を 中 断 ま た は 完 成  
で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 従 来 型 の 接 触 器 の ひ と つ が 、 気 密 封 止 接 触 器 で あ る 。
【 誤 訳 訂 正 ３ 】
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【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ０
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 体 １ ０ ２ は 、 接 触 器 装 置 １ ０ ０ の 種 々 の 内 部 部 品 を 収 容 す る 本 体 １ ０ ２ の 内 部 空 間 が
気 密 封 止 さ れ る よ う に 構 成 さ れ 得 る 。 こ の 気 密 封 止 さ れ た 構 成 は 、 電 気 的 負 性 ガ ス の 使 用  
と 併 用 す る と 、 隣 接 す る 導 電 性 要 素 間 の 電 気 ア ー ク の 軽 減 ま た は 防 止 を 促 進 す る こ と が で  
き 、 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 空 間 的 に 離 間 す る 接 触 子 間 の 電 気 的 分 離 を 促 進 す る 。 い く  
つ か の 実 施 形 態 で は 、 本 体 １ ０ ２ は 真 空 状 態 で あ り 得 る 。 本 体 １ ０ ２ は 、 電 気 機 器 を 気 密  
封 止 す る あ ら ゆ る 周 知 の 方 法 を 使 っ て 気 密 封 止 す る こ と が で き る 。 気 密 封 止 機 器 の 例 に は  
、 米 国 特 許 第 ７ ， ３ ２ １ ， ２ ８ １ 号 、 ７ ， ９ ４ ４ ， ３ ３ ３ 号 、 ８ ， ４ ４ ６ ， ２ ４ ０ 号 、 ９  
， ０ １ ３ ， ２ ５ ４ 号 に 記 載 の も の を 含 み 、 こ れ ら の 特 許 は 全 て 本 願 の 譲 受 人 で あ る ギ ガ ヴ  
ァ ッ ク   イ ン コ ー ポ レ ー テ ッ ド に 譲 渡 さ れ た も の で あ り 、 こ れ ら の 特 許 の 全 内 容 は 参 照 に  
よ り 本 願 に 援 用 さ れ る 。
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